
No. 301

24 -1st- 9
12 -2nd- 17
23 -3rd- 16
17 -4th- 18

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

1 * 6 2 4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 14:09

3 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5:11

9 * 20 4 7 3 4 2 2 2 1 1 2 1 3 2 1 21:25

10 * 21 0 0 9 14 3 5 2 2 10 12 3 3 2 1 34:50

14 6 2 3 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 1 0 10:20

16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5:03

23 2 0 3 0 0 2 2 0 0 1 1 0 1 0 0 9:07

24 * 3 0 1 1 1 1 1 4 1 1 2 1 4 0 0 18:46
27 3 0 2 1 1 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0 7:19

32 2 0 0 1 2 0 0 1 1 1 2 1 6 1 0 23:50

34 * 13 1 5 3 10 4 4 2 2 6 8 0 5 0 2 36:14

44 0 0 2 0 1 0 0 1 0 2 2 1 1 0 0 13:46

73 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

0 0 0 0 0 0 1 3 4 2

合　　計 76 9 27 18 34 13 16 15 8 27 35 9 25 7 4 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

0 * 5 1 2 1 1 0 0 3 0 2 2 2 1 0 0 23:26

1 * 19 0 0 7 12 5 5 4 0 8 8 1 3 0 1 34:22

6 5 0 0 2 5 1 2 2 3 2 5 0 0 1 0 17:04

7 * 11 2 8 1 3 3 4 1 1 2 3 2 0 1 0 23:08

8 3 1 3 0 1 0 0 0 0 1 1 1 5 1 0 27:29

9 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 5:03

11 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2 2 0 1 0 0 7:31

15 * 15 1 3 5 12 2 2 1 2 4 6 4 0 0 1 33:31

16 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

17 * 2 0 2 1 2 0 0 4 0 2 2 2 0 0 0 22:29

32 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 5:57

0 0 0 0 0 0 1 3 4 1

合　　計 60 5 18 17 37 11 13 18 7 27 34 14 11 3 2 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功数 3P: OR: AS: S: スターター

試投数 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

第95回天皇杯・第86回皇后杯 全日本バスケットボール選手権大会
ファイナルラウンド

2020(R02)年1月9日 (木) クルーチーフ：

アンパイヤ―：

 

さいたまスーパーアリーナ　Mコート

漆間　大吾

堀内　純、眞榮喜　工

レバンガ北海道●

60

12:15 14:07終了時間：

男 男子準々決勝

マーク・トラソリーニ

松島 良豪

レバンガ北海道

TOREBOUNDS AS

伊佐 勉 / TEAM

PTSNO. S

橋本 竜馬

市岡 ショーン

桜井 良太

ケネディ・ミークス

ファイ・パプ月瑠

選手名

多嶋 朝飛

折茂 武彦

％:

ディフェンスリバウンド

ターンオーバーファウルフィールドゴール

スティール

84.6%45.9%

オフェンスリバウンド
PTS:

アシスト

MINST BS

ファイ サンバ

ベンドラメ 礼生

田渡 修人

杉浦 佑成

渡辺 竜之佑

野口 大介

広瀬 健太

関野 剛平

石井 講祐

山内 盛久

チャールズ・ジャクソン

TO AS2P FG REBOUNDSPTS選手名

公益財団法人日本バスケットボール協会

HC

HC

M:

A:

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

FT

2P FG3P FG FT

ライアン・ケリー

盛實 海翔

S

開始時間：

サンロッカーズ渋谷

 

No. 3P FG

○

76

サンロッカーズ渋谷

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

52.9% 81.3%33.3%

中野 司

ポイント

2ポイントシュート

内田 旦人

3ポイントシュート

27.8%

MIN

フリースロー

ST BS

出場時間

内海　知秀 / TEAM

川邉 亮平

【総評】
Bリーグでは今シーズン1勝1敗のサンロッカーズ渋谷（SR渋谷）とレバンガ北海道（北海道）による天皇杯・準々決勝。今シーズンのチームを象徴するよ
うな固いチームディフェンスをベースに得点を重ねていったSR渋谷に対し、北海道もディフェンスから徐々にリズムをつかみ、前半を10点差で折り返す。
しかし後半、持ち前の固いチームディフェンスから立て直したSR渋谷が北海道の反撃を跳ね返し、前身である日立サンロッカーズ東京として優勝した第
90回大会以来となる準決勝進出を決めた。

【第1クォーター】
お互いにマンツーマンでスタートしたゲームはSR渋谷が序盤からリズムをつかむ。#10ジャクソンのリバウンドシュート、#9ベンドラメの得点などで8-0と
リードする。北海道も#1ミークスのジャンプシュートなど対抗するが、SR渋谷の固いディフェンスを崩すことができない。中盤には北海道も固いディフェン
スでSR渋谷の攻撃を止め、#8多嶋が3ポイントシュートを決めるが、SR渋谷は#24広瀬と#34ケリーのピック&ロール、#9ベントラメの3ポイントシュートなど
でリードを広げ、24-9で第1クォーターを終える。

【第2クォーター】
#15トラソリーニの3ポイントシュート、ダンクシュートで第2クォーター序盤に流れをつかんだ北海道は、守ってもフィジカルなディフェンスでSR渋谷の攻撃
を封じていく。その後も北海道のディフェンスを崩しきれないSR渋谷だったが、その分、ディフェンスで北海道の得点を止め、追いつかせるまでは至らな
い。終盤にはSR渋谷#10ジャクソンと北海道#1ミークスが高さと強さを生かして、ともにインサイドでゴールを重ねていく。残り38秒、マイボールでタイムア
ウトを取った北海道に対し、SR渋谷はゾーンディフェンスでその攻撃を止め、そのまま36-26でSR渋谷が10点リードをして前半を折り返す。

【第3クォーター】
立ち上がり、SR渋谷は#9ベンドラメがコンタクトプレーで得点をあげると、#1関野はフィジカルなディフェンスで相手のミスを誘う。さらにSR渋谷は#9ベンド
ラメが好判断からフリースローを得るなど、自分たちのペースを取り戻していく。北海道もフルコートでのディフェンスを敷くなど流れを変えようと試みる
が、SR渋谷は#24広瀬がファストブレイクからバスケットカウントの速攻を決めるなど、その差は徐々に広がっていく。終盤には北海道#7中野が3ポイント
シュートを決め11点差とするが、SR渋谷は#14杉浦と#34ケリーで連続3ポイントシュートを決め返し、59-42で第3クォーターを終える。

【第4クォーター】
北海道は#6パプ月瑠のゴール下、#1ミークスのシュートなどで9点差に。SR渋谷はターンオーバーも続くなど苦しい時間帯もあったが、#10ジャクソンの
バスケットカウントで押し返すと、持ち前の固いディフェンスからペースを取り戻していく。さらに#9ベンドラメのオフェンスリバウンドからセカンドチャンスを
作って、得点シーンを生み出すなどリードを広げていく。守ってもタフショットを打たせて#10ジャクソンがリバウンドを支配し、#9ベンドラメはスティールから
得点シーンを演出する。北海道も#7中野が3ポイントシュートを決めるなど意地を見せるが、逆転には至らず、76-60でSR渋谷が準決勝進出を決めた。

担当者： （）
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